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岡・熊本の十一町村の値が実際の耕作面積としては過大に過ぎるこ を挙げ 『農業センサス』 ついては逆 多くの市町村の焼畑面積が小さく報告され いること、現地調査や先行研究を通じ 得られる焼畑面積の実数はセンサス値の数倍から十倍に達することを指摘 た。
 
両統計間の数値が大きく異なる理由 して、 佐々木は 『山林局調査』 における東北諸県で
｢調査もれ
｣を推測した。
一方、 『農業センサス』 焼畑面積の過小理由 ついては特 言及していないが 農家に調査票を配布して集計する
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治初期、土地は官有・民有に二大別されたが 県・市町村 財産の創出や入会林野・部落有林野への地方公共団体による管理を実現するために公 概念が創出され、実体的な
公有財産形成が進められた。また、国有地・御料地で
実体として存在していた入会権等が、長期にわたって法的に否定された。公有地・私有地の語は このような歴史的背景をもつ。具体的には、公有と は、公有として道府県有・市町村有・部落有、 として共有・法人有・個人有、一方に含めにくい社寺有の土地が存在する。また 山林局は部落有林野 解体と私有林野の拡大により、近代的土地所有に基づく育林生産の推進を ざした機関 要約できる。
 
以上から、 『山林局調査』は、道府県有・市町村有・部落有、共有・法人有・個人有、社寺有の土地を対象範囲にし
















明瞭な説明がある。調査対象とする農用地は、 「田 樹園地、普通畑、焼畑、切替畑、宅地、採草 、放牧地、放牧する山林、荒地、水路、溜池、永久的農道」で、
｢焼畑とは山地や傾斜地の樹木や草を焼いて、短期間作物を栽培する耕
地である。切替畑と 新開墾地あるい 地力の弱い土地で一定期間作物を栽培し 地力の衰えたときは一定期間休閑して 力が復元したら作物を栽培するような耕地である
｣と、 「耕地」であることを明確に示す。さらに、調査対象と
する経営土地を、その土地の所有関係により、所有、借入、その他に三区分し、 「所有地」 「農家の世帯員が自家経営に使用する土地の所有権を法律上はっきりもっている場合」 、 「借入地」は「他人 所有する土地を契約をむすんで借りうけている土地」 、 「その他の土地」には「他人の土地を無料 耕作している場合」 「入会地や共有地で所有権は部落や法人などにあ が、そこを使用する権利は自分にあるというような土地を使用してい 場合。すなわち この
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調査では割地してあって、自分の使用する権利の面積がはっきりしているものだけをとる」の注記がある。したがって、土地台帳等で耕地であることが法律上確定している地筆、自家および他人の所有地での焼畑耕作中の土地、入会林野・部落有林野における割地方式での焼畑耕作中の土地が、 『農業センサス』では焼畑面積として計上されることになる。これに従えば、前者の耕地 筆については、現在耕
作中か否かにかかわらない台帳上の数値（休閑も含めて全














村をまたがる場合も多い。本来は個々の地域の林野 うち、どれだけがどの林野利用に供 のか 明らか






生産が増大した。 そのため、 二㎥以上または二〇％以上の地域を図化すると、 非常に広い地域が対象になってしまう。他の林野利用が盛んな地域との弁別も困難になる。一方で、四㎥以上または四〇％以上の地域では、確かに製炭が盛んな地域が図化できるものの、 逆に、 広範な山村で製炭が盛んに行われていた事実が十分に反映されないと判断した。
 
木炭生産者として、 『一九六〇年林業センサス』には、自営製炭世帯数、企業製炭者数、国営等の数の３つが計上さ










山間部において木地師・木地屋は、多くの場合、木地加工就業可能な地域を求めて移動しつつ生活を いた。樹種は、落葉広葉樹林帯の中国山地では、杓子木として 林野内のぶな もとす、ほお こぶし、いも 木が、年季売買された。紀伊半島では、くりとともに、平 用に檜が利用された。こ ような木地加工利用は 明治初期の地租改正に伴う林野官民有区分によって、 それまで 入会林野・部落有林野が国有林野に編入されたり、 私有林野になって所有者 よる排他的管理が進行したため困難となり、以後急速に衰退した。林野資源を求め 適地を移動す は
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就業者の実態が十分把握できない。 『徴発物件一覧表』中では、戸数、人口 男女数などの値は、大字別に掲載されている。そこで、大字別人口を市郡別に集計して、単位人口千人当たりの 挽職 人数によって木地加工地域の地図を
（ 8 ） 



























公私有牧野統計表』 （以下、 『公私有牧野統計表』 ）を用いて、日本の町村別放





















末現在の、国有及御料を除いた公私有牧野 使用するものを対象 、使用者の種類、使用者の氏名・名称と住所、野の所在地、牧野の種類と団地数、牧 所有者の種類 牧野 面積、過去一年間 牛馬放牧実頭数、採草地による牛馬飼養頭数が、牧野調査員が直接牧野使用者に調査したのち、牧野所在市町村ごとに集 して掲載 て る。調査手順に関する説明、公私有牧野の存在形態に関する説明、牧野とみなすか否かの判定基準 関して、 ずれも明瞭で具体的な説明がなされ しかも、調査の実施に際して、当時 林 の実態を十分踏まえていたこと よくわかる 放牧地・採草地別に面積が計上されているので、放牧を主とした地域と舎飼を主とし 地域の別も確認できる。
 
したがって、安田（一九六二）の第三図放牧地率の分布図が最もよく放牧の分布状況を示している。しかし、図自























林業地域と採取林業地域に二大別でき、採取 明治期以後に伐採を通じ 消滅していく一方、育成林業地域は一般に大正期以後生産 を拡 して た。そ ため、育成林業地域 ついては、明治期まで 成立しを特定しないと、その の拡大地域まで作図することになりかねな 。 ころが その特定 際して、林業史研究では、林野に密集する植林大径木を証拠に用いて林業地域の
形成年代を早く（古く）設定する傾向がある。しかし、筆
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畑面積の減少の最大 要因をなしていたことなどが、先行研究 指摘されている。一九五 年段階の焼畑地域












五～一〇、一〇～と三区 して示している。愛知県と静岡県の 境北部から長野県および岐阜県北部にかけての中部地方西部の一帯、紀伊半島南部、広島・島根両県、各地の島嶼部に比率の高い地域 広く分布するほか、岩手県・福島県・栃木県・石川県能登 ・京都府・鳥取 ・岡山
・大分県などの一部の郡において比率の高い地域が 。









庁文化財保護部が編纂し 『 師の習俗』三巻は、滋賀県・三重県 愛知 ・岐阜 新潟 ・石川県を対象としている。確かにこれらの地域は氏子狩り 本山の所在地や木地加工 盛んな地域であったが 同等に盛んな地域とし
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種の移牧）を行うかについて、放牧地域間での対応が分かれる。また、晩秋以降の飼育方式や、林野への火入れの有無なども、農村経済に占める放牧と農業あるいは他 林野利用と 競合 ウェイトの大小によって違いが生じた。しかし、アンケート 際してこれらの項目を十分項目化しな
かったため、十分な回答 得ら ず、作図した地域の山間

















業、関東の青梅、飯能・名栗の西川林業があっ 。それ以外に、宮崎の飫肥林業、より小規模ながら天竜、山武 尾鷲などがあった。飫肥に関し は、江戸時代の範囲が必ずしも十分明 かにできなかったため、広く設定した可能性がある。また、飫肥林業は領主的管理の側面が強く、他の
林業地域と同列の経済的林業地域とはみなしにくい。江戸
時代の採取林業地域としては、木曽、裏木曽、飛騨の一帯が最大の地域をな た。伊那南部も木曽に準じる地域とみなした。秋田についても採取林業地域としたが、その範囲を必ずしも十分明ら に きなかった。他にも多くの領主御立山を中心に、採取・択伐方式の林業が部分的に営まれ
ていたが、これらは領国内の藩用の消費が最大で、単発的
な材の販売にとどまってい とみなし、図化の対象から除外した。一八四〇年代頃から 各地で村民間を主体に、植林地の年季売買が行われ 地域 出現する。しかし これ
らの地域の育林生産については、江戸時代ではなく明治期




進林業地域の特色を部分的に参考にして成立し 各地の育林生産地域である。こ ら 地域でも木材流通の仕組 ができ、木材の搬出・売買がなされたので、育 が成立 たといえるが 江戸時代か 育成 ほどに社会的分業や市場の成立が進行していない。作図 際してはこれらの点を重視 図化した。
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図１ 焼畑生産のさかんな地域（1950 年当時）
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注）『1950 年世界農業センサス』により作成 
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図２ 木炭生産のさかんな地域（1957-60 年当時）
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注）『1960 年林業センサス』により作成 
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図３ 木地加工製造のさかんな地域（1891 年当時）
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注）『明治 24 年徴発物件一覧表』により作成
（ 22 ） 
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26.4 長野縣 下伊那郡 ○   
22.3 島根縣 穩地郡 ○   
22.1 靜岡縣 長上郡 浜名郡の一部 
掛塚村､河輪村､五島村､芳川村､飯田村､橋田村､蒲村､天王村､市野村､万解村､笠井村､美島村､ 
平貴村､小野田村 
18.9 廣島縣 惠蘇郡 比婆郡の一部 比和村､高野山村､口北村､口南村､山内北村､山内東村､山内西村 
15.6 和歌山縣 東牟婁郡 ○   
15.6 廣島縣 山縣郡 ○   
15.5 廣島縣 神石郡 ○   
15.4 島根縣 周吉郡 ○   
15.2 愛知縣 北設樂郡 ○   
13.9 廣島縣 甲奴郡 ○   
12.5 鳥取縣 八東郡 八頭郡の一部 
大御門村､隼村､安部村､逢郷村､豊米村､八東村､小畑村､若桜村､赤松村､菅野村､池田村､ 
上私都村､中私都村､下私都村 
12.2 大分県 日田郡 ○   
11.9 廣島縣 高田郡 ○   
10.6 大分県 北海部郡 ○   
9.5 山口縣 阿武郡 ○   
9.4 三重縣 南牟婁郡 ○   
9.3 福岡県 上坐郡 朝倉郡の一部 志波村､小石原村､宝珠山村､松末村､把木村､久喜宮村､高木村､朝倉村､宮野村､福成村､大庭村 
9.2 廣島縣 佐伯郡 ○   
9.1 廣島縣 世羅郡 ○   
8.6 岡山縣 赤阪郡 赤磐郡の一部 
西高月村､東高月村､鳥取下村､鳥取中村､鳥取上村､西山村､軽部村､ 
笹岡村､周匝村､山方村､仁堀村､布都美村､竹枝村､五城村､葛城村 
8.5 廣島縣 三次郡 双三郡の一部 板木村､川地村､酒河村､八次村､河内村､君田村､布野村､作木村､原村､三次町。 双三郡で ok 
6.7 廣島縣 三谿郡 双三郡の一部 双三郡がともに同範疇の木地地域なので、掲載略 
8.3 岐阜縣 不破郡 ○   
8.0 島根縣 安濃郡 ○   
7.9 廣島縣 沼田郡 安佐郡の一部 
三條村､山本村､祇園村､川内村､安村､伴村､戸山村､日浦村､ 
長束村､八木村､緑井村､久地村､小河内村､西原村､東原村 
7.9 廣島縣 三上郡 比婆郡の一部 庄原村､敷信村､峯田村､本村､高村 
7.8 栃木縣 鹽谷郡 ○   
7.7 福井縣 大飯郡 ○   
7.6 靜岡縣 周知郡 ○   
7.5 島根縣 能義郡 ○   
7.3 兵庫縣 神西郡 神埼郡の一部 香呂村､鶴居村､福崎村､長谷村､寺前村､甘地村､中寺村 
7.2 鹿児島縣 阿多郡 日置郡の一部 伊作村､田布施村､阿多村 
7.1 島根縣 飯石郡 ○   
7.0 長野縣 西筑摩郡 ○   




6.7 島根縣 美濃郡 ○   
6.7 東京府 小笠原 ○   
6.5 岐阜縣 山縣郡 ○   
6.5 福島縣 楢葉郡 双葉郡の一部 久之浜村､大久村､広野村､木戸村､龍田村､富岡村､上岡村､川内村､川前村 
6.3 島根縣 秋鹿郡 八束郡の一部 伊野村､大野村､秋鹿村､長江村､古曾志村､古志村､佐太村､恵曇村 
6.2 島根縣 仁多郡 ○   
6.2 石川縣 鳳至郡 ○   
6.2 靜岡縣 靜岡市 ○   
6.1 愛知縣 八名郡 ○   
6.0 福岡県 生葉郡 浮羽郡の一部 大石村､山春村､姫治村､椿子村､浮羽村､千年村､吉井町､福富村､星野村 
6.0 岩手縣 中閉伊郡 下閉伊郡の一部 川井村､門馬村､小国村 
5.9 岐阜縣 惠那郡 ○   
5.9 東京府 三宅島 ○ 大正 9 年の表に対照 id がない(大島 489 か八丈島 495 の下位に位置するのか？) 
5.8 島根縣 大原郡 ○   
5.8 宮城縣 本吉郡 ○   
5.7 山口縣 大津郡 ○   
5.7 岐阜縣 大野郡 ○（飛騨大野郡）   
5.7 島根縣 邑智郡 ○   
5.4 靜岡縣 那賀郡 賀茂郡の一部 中ノ郷村､仁科村､田子村､宇久須村 
5.4 廣島縣 賀茂郡 ○   
5.4 石川縣 鹿島郡 ○   
5.3 岡山縣 哲多郡 阿哲郡の一部 上市村、新郷村､神代村､矢神村､野馳村､新砥村､萬歳村､本郷村､石蟹郷村 
5.3 京都府 北桑田郡 ○   
5.1 廣島縣 豐田郡 ○   
5.0 靜岡縣 田方郡 ○   
5.0 島根縣 煮宇郡 八束郡の一部 
揖屋村､熊野村､津田村､竹矢村､出雲郷村､意東村､岩坂村､大庭村､乃木村､忌都村､湯町村､ 
玉造村､来海村､宍道村､波入村､二子村 
5.0 廣島縣 高宮郡 安佐郡の一部 
狩小川村､福木村､深川村､口田村､中原村､三入村､ 
亀山村､三川村､可部町､大林村､飯室村､鈴張村 
4.9 徳島縣 海部郡 ○   
4.9 島根縣 迩摩郡 ○   
4.9 鳥取縣 智頭郡 八頭郡の一部 
大村､用瀬村､社村､口佐治村､中佐治村､上佐治村､智頭村､富沢村､大内村､山郷村､虫井村､ 
中田村､那岐村 
4.8 神奈川県 西多摩郡 ○（現、東京都）   
4.8 岐阜縣 上石津郡 養老郡の一部 牧田村､多良村､澤田村､乙坂村､一之瀬村､桜井村､時山村､時村 
注）『明治 24 年徴発物件一覧表』を集計して作成 
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図５ 江戸・明治期の林業地帯
日本における育林生産特化以前の林野利用図 
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注）先行研究・林制史料・森林組合記念誌等により作成
（ 26 ） 
                    
表 2 中国地方で林野放牧をおこなっていた地域 
県 市町村 返答 林野放牧 火入れ 実施農民･組合 県 市町村 返答 林野放牧 火入れ 実施農民･組合 
関金町 ○ × ×   津山市 ○ △   不明 
岸本町 ○ ○ × 日々連れ帰り 高梁市        
西伯町 ○ ○ × 旧東長田で日々連れ帰り 新見市 ○ ◎ △ 3 牧野組合長 
会見町 ○ × ×   御津町 ○ ○   組合なし｡3 名入植者 
江府町 ○ ◎ ○   建部町        
溝口町 ○ ◎ ○   加茂川町 ○ ○   2 名(和牛･酪農) 
日南町 ○ ○ ×   吉井町        
鳥取県
 
日野町 ○ ○ ×   和気町        
広瀬町         吉永町 ○ ○   2 名｡詳細は不明 
伯太町         日生町        
仁多町         佐伯町        
横田町         美星町        
木次町         芳井町 ○ ×     
大東町         北房町        
加茂町 ○ ×     賀陽町        
三刀屋町         有漢町        
吉田村 ○ ◎   7 名の氏名 川上町 ○ ×     
掛谷町         成羽町        
桜江町 ○ ×     備中町        
羽須美村 ○ ×     大佐町        
大和村 ○ ×     哲多町        
匹見町 ○ ×     哲西町        
美都町 ○ ×     神郷町        
日原町 ○ ×     落合町        
島根県
 
柿木村 ○ ×     勝山町 ○ ○   やめて長年月｡回答困難 
三次市         久世町        
庄原市 ○ ○   1 名に選任 湯原町 ○ ◎   和牛支部長 18 名 
蒲刈町         新庄村 ○ ◎   谷ごとに 9名 
下蒲刈町         美甘村        
湯来町         川上村 ○ ◎ ○ 谷ごとに 9組合名 
吉和村 ○ ×     八束村        
千代田町 ○ ○   1 名 中和村        
加計町 ○ ◎   2 箇所組合長の名は得られず 加茂町 ○ ◎   2 名 
筒賀村         奥津町 ○ ◎   15 名 
吉田町         鏡野町        
甲田町         冨村 ○ ◎   5 名 
美土里町         上斎原村        
高宮町         阿波村        
八千代町 ○ ×     勝央町 ○ ×     
向原町         勝田町 ○ ○   2 牧野組合｡20 年前閉鎖 
大和町 ○ ○   地図中に牧野図示 勝北町        
福富町 ○ ×     奈義町        
豊栄町         美作町        
木江町         作東町 ○ ×     
大崎町         大原町 ○ △   個別飼養｡採草が主 
豊町         英田町 ○ ×     
川尻町         東粟倉村        
東野町         西粟倉村 ○ ×     
豊浜町         旭町        
久井町         久米南町 ○ ×     
世羅町         中央町        
甲山町         久米町        
世羅西町         
岡山県
 
柵原町        
神石町               
三和町               
油木町               
豊松村               
上下町               
総領町 ○             
甲奴町         林野放牧：◎組合･大字別などの組織を組み丹念に牧野を管理して実施 
三和町 ○ ×          ○実施していたとの回答。詳細については言及なく不明 
吉舎町              ×該当なし(経験世界において行われていなかった) 
三良坂町              不明(事実関係について知識がない、わからない) 
君田村              △全くなかったわけではないが行っていたというほどでもない 
布野村               
作木村               
西城町 ○             
高野町 ○ ◎   13 名の一覧       
東城町 ○ ◎   19 名の一覧       
口和町 ○             
広島県
 
比和町               
注)1990 年秋に筆者が中国 4 県の市町村産業課に行ったアンケート･聞き取りの調査結果 
日本における育林生産特化以前の林野利用図 






























的に鎮火する白炭は、着火しにくいがひと び着火すると煙が少なく高温で長時間使用可能である。調理に適する。樫類を原材料にすることが多く 特 ウバメガシを原材料にするも を、紀州田辺商人の名を由来に、備長炭と称する。ナラを用いた白炭は、見た目の美しさから茶の湯で重宝される。一方、黒炭は窯の中
で窯を密封し酸欠状態で冷えるまで自然鎮火させる。着火し
やすいが、煙が多く、白炭ほど長 間もたない。黒炭の方 一般的で 家庭用（炊飯、風呂）のほか、工業用の炭にも用いられ



















































































































（ 30 ） 
十七．領主が領有し管理運営した林野の実態については、必ずしも経済面だけでない特別な利用とそれを支えた社会的背景があっ
たと考えられる。イギリスのロイヤルフォーレストに関する研究成果やドイツの領主林野との比較を念頭においてなすべき研究課題が残されてい と考えている。
 
 付記
 
本稿の遂行については、二〇〇八～二〇一〇年度科学研究費
(基盤研究Ｃ
)「人口希薄な農村地域をエンパワー
する」と、二〇一一～二〇一三年度科学研究費
(基盤研究Ｃ
)「農山村における多様な居住実態を踏まえた地域資源の
ガバナンスの探求」の 部を使用した。
 
